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令和７年度 学校経営計画書 

 

学校番号 70 学 校 名 静岡県立浜松北高等学校・定時制 校 長 名 飯田 寛志 

 

１ スクール・ミッション 

多様な生徒が、互いを理解し共に学ぶ定時制高校として、地域連携による探究・体験学習を通して、広

く社会に貢献できる人材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

次の資質・能力を育成する 

① 社会生活の基盤となる基本的

な学力 

② 多様性を認め、お互いを尊重

し合う力 

③ 自分らしい生き方を主体的に

選択できる力 

次の教育活動を行う 

① 学びの楽しさを実感し、より

深い学びへの意欲を高める。 

② 個と集団の関係性や集団活動

の意義を理解し、協働の精神を

育む。 

③ 望ましい勤労観や職業観を身

に付け、社会的・職業的な自立

に向け、自分らしい生き方を探

求する力を培う。 

次の生徒を受け入れる 

① 基礎学力の定着及び基本的生

活習慣の確立を目指し、目標を

持って粘り強く努力できる生徒 

② 学習のみならず学校行事、部

活動及び生徒会活動等に積極的

に取り組むことができる生徒 

③ 「校内活動におけるキャリア

教育」や「アルバイト等の校外

活動」に積極的に関わり、自己

のキャリア発達を促すことがで

きる生徒 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 授業改善に取り組み、基礎学力の確実な定着と探究活動の充実を図り、主体的に学習に取り組

む態度を育成する。 

  イ 集団活動や体験活動等を通して自己肯定感を高め、基本的生活習慣の確立と規範意識の向上を

図り、社会人として必要な知識や教養を身に付けさせる。 

  ウ 望ましい勤労観・職業観を身に付けさせるとともに、課題に直面したときに主体的な判断の下

に行動できる力を養い、将来設計に基づいた自己決定ができる能力の育成を図る。 

  エ 教員間で生徒情報を共有・共通理解を図り、指導・相談体制を充実させることで、生徒との信

頼関係を築き、安全で安心して活動できる学習環境を整える。 

  オ 地域と連携し、保護者の信頼に応えることができる学校づくりをする。 

  カ 計画的かつ組織的に業務を遂行し、定時退勤、休暇取得を推進する。 

 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

基礎学力の確実な定着

と思考力・判断力・表

現力、主体的に学ぶ力

の育成を図るため、継

続して授業改善に取り

組むとともに、探究活

動の充実を図る。 

・年間指導計画に基づいて、興

味関心を引き出す教材開発、

授業研究を行うとともに、定

期テスト等により生徒の基礎

学力の定着を把握し、授業改

善に結び付ける。 

・声かけ、机間指導により、授

「授業を通して基礎学力が

身に付いた」と思う生徒が

95％以上 教 務 

進 路 

各教科 
「先生は授業中に生徒一人

一人の様子をよく見てい

る」と感じる生徒が 95％以

上 
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業に臨む姿勢を身に付けさせ

る。 

・評価や振り返りを通して、計

画的に粘り強く学習に取り組

む態度を育成する。 

・課題解決的な活動が発展的に

繰り返されていくよう情報機

器や図書館等を活用した学習

活動の指導の在り方について

研究を進める。 

計画的に粘り強く学習に取

り組んだ生徒が 90％以上 

自ら課題意識を持って取り

組んだ生徒が 60％以上 

情報機器や図書館等を利用

して、意欲的に学習活動に

取り組んだ生徒が 80％以上 

 

イ 

学校生活の意義を理解

させるとともに、集団

における役割を果たす

ことを通して、社会性

や自己肯定感の向上を

図る。 

・所属集団において、個に応じ

た役割を与え、多様な他者と

協働することの重要性などを

実感させながら理解させる。 

・成功体験や自己の役割を果た

すことで、自己肯定感の向上

を図る。 

学校生活に真面目に取り組

んでいる生徒が 90％以上 

各教科 

各担任 

「人との係わりが増えた」

と思う生徒が 90％以上 

自分に対して自信を持って

いる生徒が 90％以上 

ウ 

社会的・職業的な自立

に向けたキャリア教育

を推進する。 

・目標を持って活動に取り組ま

せ、それを振り返ることで、

在り方生き方を考えさせる。 

・学校で学ぶことと社会との接

続を意識させ、キャリア発達

を促す教育の充実を図る。 

・総合的な探究の時間を中心に、

キャリア教育及び進路指導体

制を整える。 

目標を持って学校生活に取

り組んでいる生徒が 90％以

上 

進 路 

教 務 

各担任 

ポートフォリオの作成が、

自分を振り返る機会になっ

ている生徒が 90％以上 

将来の在り方や生き方につ

いて具体的に考えることが

できた生徒が 80％以上 

エ 

生徒指導の充実を図

り、生徒との信頼関係

を築くことで、安心・

安全な学習環境を整え

る。 

・生徒の情報を的確に共有し、

生徒理解を深め、適切な対応

により生徒との信頼関係を築

き、生徒が安心・安全に学ぶ

ことができる環境を整える。 

・望ましい集団生活を通して、

良好な人間関係を築く力を養

い、心身の健全な成長を図る。 

悩みを相談できる先生がい

る生徒が 100％ 

生 徒 

各担任 

学校生活を通して人間関係

の築き方を学ぶことができ

た生徒が 90％以上 

「学校は病気やケガ等の防

止対策、発生時の対応が適

切で安全だ」と思う生徒・

保護者が 90％以上 

問題行動による生徒指導件

数が０件 

オ 

地域人材を講師とする

講演会や公開授業等を

通じて、地域・保護者

の定時制教育への理解

を図る。 

・家庭や地域、大学、専門学校

等との連携及び協働により、

教育活動の充実を図る。 

・保護者の期待に応えられる教

地域人材を講師とする教育

活動を年 20回以上実施 
 

教 務 

進 路 

生 徒 

「学校は子どもの能力を向

上させるよう指導してい

る」と感じる保護者が 90％
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育を推進する。 

・保護者面談、連絡等を密に行

い、定時制教育への理解を得

る。 

以上 

「北高定時制に入学させて

よかった」と思う保護者が

90％以上 

学校を信頼している保護者

が 95％以上 

カ 
業務の精選と効率化を

進める。 

・業務内容の視覚化を図り、業

務を見直し精選する。 

・ＩＣＴの活用等、業務の効率

化を進める。 

・定時退庁日を設定する。 

・長期休業中に休暇取得推進日

を設定する。 

業務の精選・改善・効率化

を提案または実践した職員

が 85％以上 

教 務 

進 路 

生 徒 

自身の役割を理解し、協力

して取り組むことができた

職員が 85％以上 

ワークライフバランスの実

現に取り組んでいる職員が

85％以上 

 


